
































































































































































































































































































































































































































































































































学習院法務研究第 3 号（2011 年）
在の主力組合は、国鉄時代頻繁にストライキをしていましたが、今では逆に
ストライキなんかしたら大変だという意識になっています。
JR発足後、会社をあげて意識改革に取り組んだことも大きいと思います。
お客様である荷主に対して宣言した、いわゆる“4ない運動”というものです。
1つ目は、ストライキを絶対にしないこと。2つ目は、コンテナを絶対に不
足させないこと。3つ目は、当分の間は運賃を上げないこと。4つ目は、貨
物駅を廃止しないこと。会社と組合が一緒になって意識改革をしてきました。
■質問③
国鉄改革の根本の元凶は何だと思われますか。ストライキ等によって、国
鉄に対する信頼が失われたり、国電暴動につながった上尾事件が起こったり
したほか、機関車の無煙化や駅業務の合理化などによって人が余るなど、さ
まざまな要因が折り重なって改革が進んだと思いますが、伊藤さんはどのよ
うに認識していらっしゃいますか。
■回答③
まさに複合的な要因だと思いますが、一言でいうと、会社側も組合側も“親
方日の丸意識”だったということではないでしょうか。私自身の反省も踏ま
え、労使ともに甘えの構造がありました。また、国の縛りのなかで常にやら
されていたという想いもあります。
ただ、先ほども述べましたが、もっとも根本的な問題はやはり労働問題だっ
たと思います。当時の総理大臣である中曽根さんも「国鉄問題は基本的に財
政問題ではない、労働問題である。」と言われています。そのきっかけが生
産性向上運動の挫折であり、管理権が奪われて職場は規律を失ってしまい混
乱状態に陥ってしまいました。そうした状態で合理化交渉をやろうとしても、
当然ながらなかなかうまくは進みませんでした。
【5】最後に
本日は国鉄改革を中心に鉄道に関するお話を致しました。鉄道は国民生活
と密着しており、法律家の皆さんにおかれましても、民事・刑事含めて事件
45
講演：国鉄改革と鉄道貨物輸送
として関係されることもあるかと思います。
以前、鹿児島県に第3セクターの肥薩おれんじ鉄道が誕生した時、その開
業記念式典に出席しました。私が差し出した社長の肩書きの名刺を見て、お
酒を注ぐ女性から「JR九州の貨物部門の社長さんですか」と言われびっくり
したことがあります。まだまだJR貨物は知られていないので、現在も認知
度の向上に力を入れています。
しかし、アメリカで鉄道会社といったら貨物輸送中心です。かつて、アメ
リカの1級鉄道は130社以上ありましたが、いずれも経営が大変でした。そ
のため、生き残りをかけた統合再編が繰り返された結果、私がアメリカに留
学した1970年代には41社、そして今では7社にまで集約されています。現在、
アメリカの貨物鉄道会社は、海上コンテナの2段積み列車（ダブルスタック
カー）を主力商品として、立派な経営をしております。
余談ですが、私はシアトルにあるワシントン大学に留学したのですが、修
士論文では『アメリカ鉄道のコスト構造について』というテーマで分析しよ
うとしました。ところが、担当教授から「“The railroad  in the U.S.  is now 
obsolete!!”（アメリカでは鉄道などすでに過去の遺物だ）」と言われ、なかな
か認めてもらえませんでした。確かに、当時のアメリカではペン・セントラ
ル鉄道が倒産するなど鉄道は斜陽産業となり、まさにフリーウェイ時代に突
入していたのです。国鉄マンとしてのプライドもあり、私は日本の鉄道の現
状を熱心に説明し、最終的にはテーマを認めていただきました。論文を提出
する際、普通はお世話になった教授への謝辞を付けるのですが、並んだ美辞
麗句がどうしてもしっくりこず、論文提出日の朝、そのページを破ってしま
いました。大学院修了のかかった大事な論文であり多少心配もしましたが、
「これこそ大和魂だ。」という心境でした。仕事の世界でも、相手と意見が食
い違うことはままありますが、まずはこちらの主張を誠心誠意伝えることが
大事です。そして、もし本当に実現させたいのであれば、多少強引にでも一
歩前へ踏み出すことが大事だと思います。ちなみに、この論文は最終的にギ
リギリ“C”をもらい合格、というオチで今日の話を終わらせていただきます。
長時間ありがとうございました。
